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【戦評】

場　所 韓国　高陽市　

19 - 13

大会名 第３５回李相佰盃日韓学生バスケットボール競技大会

2012年　5月20日(日) 開始時間 　第3戦　14：00　～　15：30

韓国学生選抜
(3勝0敗)

日本学生選抜
(0勝3敗)

21 - 15

18 - 17
24 - 23

３Ｐ ２ＰＮｏ 氏　名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ FOUL Ｎｏ 氏　名 得点 ＦＴ FOUL

11 Lim Jong-Ill 0 0 0 0 2

5 比江島　慎 6 0 3

6石川　海斗 17 1

4 Kim　Min-Goo 8 2 4 狩野　祐介 0
1 2 1

11 0
5 Kim Ji-Wan 4 0

0 0

0 01
0 2

6 長谷川智伸 3 1

2

26 Lee Won－Dae 0 0 0 0 0
17 Kim Jong-Bum 9 3 0 0 0 27

2 0
0 09 熊谷　尚也 0 0
1 0 08 Bae Byung-Bum 7 1 2 0 1 8 鎌田　裕也

19 Oh Chang-Hwan 12 2 3 0 4
0 0

5 011 永吉　佑也 10 0
0 0 010 Kim Su-Chan 16 1 5 3 2 10 岸本　隆一

1
12 Kim Jong-Kyu 10 0 5 0 0 12 張本　天傑 2
13 Kim Min-Wook - - -

16 0 6 4
13 田中　大貴 7 1 1

14 Jang Jae-Seok 8 0 4 0 1
- -

1 0
2 0

14 河上　宗平 2 0 1
15 Lae Seoung-Hyun 8 0 4 0 3 1

ＴＯＴＡＬ 82 9 25 5

3 0 1 115 野本　建吾

第3戦目。前半、#4Kim Min-Gooのアウトサイドシュート、#14Jang Jae-Seokのゴール下で得点を重ねていく。一方日本選
抜は#5比江島、#7石川を中心に得点するもシュートチャンスがなかなか作れず二桁ビハインドで後半を迎える。後半、日本
選抜は韓国選抜のディフェンスを攻略できず、点差を縮めることができないままタイムアップ。82-68で韓国選抜が勝利を
挙げ、3戦全勝を果たした。

第1ピリオド、韓国選抜は#4Kim Min-Gooのアウトサイドシュートを皮切りに、中盤まで一進一退だった流れを崩し、続いて3
連続ゴールで一気に日本選抜を引き離す。17-7になったところでタイムアウトをとった日本選抜は、#5比江島がスティール
からのダンクシュートを決めると軌道に乗り始める。その後も#5比江島を中心に日本選抜が連続得点をあげるが、追いつく
までには至らず、21-15の韓国選抜リードで第1ピリオド終了。

第2ピリオド、開始早々日本選抜#12張本のバスケットカウントから#7石川、#13田中が連続得点を決めると、ついに23-22と
日本選抜が1点差まで詰め寄る。だがその後、韓国選抜#15Lee Seoung-hyunにオフェンスリバウンドを大量に許すと、連
続得点を奪われ再び流れは韓国選抜に傾く。日本選抜は少ない攻撃チャンスを得点に繋げるが、韓国選抜#15Lee Jae-
Hyunにオフェンスリバウンドを取られ続け40-28と韓国選抜が12点リードで前半終了。

第3ピリオド、日本選抜は韓国選抜のファウルから着実にフリースローを決め得点を重ねていくが、韓国選抜は#9Oh
Chang-Hwanを中心に外角のシュート次々と決まり点差は縮まらない。このピリオド日本選抜はフリースロー以外の得点
チャンスをなかなか与えてもらえず、58-45と13点ビハインドで最終ピリオドへ。

第4ピリオド、韓国選抜は#10Kim Su-Chanを中心に攻撃、対する日本選抜は#7石川、#12張本を中心に得点の奪い合いと
なり、点差は変わらない。日本選抜は最後まで巻き返しのきっかけが掴めず試合終了。82-68で韓国選抜が勝利した。

1268 3 26 715 ＴＯＴＡＬ

全日本大学バスケットボール連盟


